
登録No. S-011

登録名 CPT-11療法
催吐性リスク 中等度+オプション

適応疾患 胃癌・結腸癌・直腸癌、乳癌（A法のみ）
投与スケジュール

薬剤 投与量 最大投与量 投与日 投与経路 投与時間 備考

Rp.1
グラニセトロンﾊﾞｯｸﾞ
デキサメタゾン

100mL/body
4.95mg/body

d1・8・15 d.i.v. 30min アプレピタント併用

Rp.2
イリノテカン

生食
70～120mg/m

2

500mL/body
d1・8・15 d.i.v. 90min 週1回　3週投与1週休薬

Rp.3 ラモセトロンOD錠 2T/body/day p.o. 分2 必要時

Rp.1
グラニセトロンﾊﾞｯｸﾞ
デキサメタゾン

100mL/body
4.95mg/body

d1・15・
(29)

d.i.v. 30min アプレピタント併用

Rp.2
イリノテカン

生食
150mg/m

2

500mL/body
d1・15・
(29)

d.i.v. 90min
週1回　2週間隔で2～3回
投与、2週休薬

Rp.3 ラモセトロンOD錠 2T/body/day p.o. 分2 必要時

Rp.1
グラニセトロンﾊﾞｯｸﾞ
デキサメタゾン

100mL/body
4.95mg/body

d1～3・
d8～10

d.i.v. 30min アプレピタント併用

Rp.2
イリノテカン

生食
30～40mg/m

2

500mL/body
d1～3・
d8～10

d.i.v. 90min
1日1回3日連投
2週続け2週休薬

Rp.3 ラモセトロンOD錠 2T/body/day p.o. 分2 必要時

1クールの期間 A法：4週間

B法：5～7週間

C法：4週間

その他（副作用・PS規定等）

　A法

　B法

　C法


